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研究成果の概要（和文）：大学の通信教育課程では、およそ 24 万人の学生が学んでいる。多くの学生は日常、
 テキストを読み進めてレポートを提出し、科目試験に合格することで単位を修得する「印刷教材等による授
業」で学修している。本研究では、「印刷教材等による授業」の学修の達成度の調査、先進的な遠隔授業の視察
などを行った。これらの結果をもとに、補助動画の作成、文字ベースでの遠隔グループ学修の試行、対面での遠
隔グループ学修のシステム開発、試行などを行い、教育の質保障を実現する授業モデルの開発を目指した。

研究成果の概要（英文）：About 240 thousand students are learning in distance learning.In text-based 
class, students read textbook and submit a report.And they need to pass the subject exam.We 
investigated the achievement of “text-based class” and “face-to face class”.We inspected 
advanced colleges of distance learning.We created auxiliary video to support text-based class.We 
tried two remote group works.We aimed at the development of a lesson model using text. 

研究分野：教育方法学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
大学における通信教育課程では、全国でお
よそ 24 万人の学生が学んでいる。通信教育
課程の学修指導には、「印刷教材等による授
業」、「放送授業」、「面接授業」、「メディアを
利用して行う授業」がある。多くの通信制大
学では「印刷教材等による授業」を中心に日
常の授業を展開している。筆者の勤務する大
学では「印刷教材等による授業」と「面接授
業」を実施している。「印刷教材等による授
業」では、学生は指定されたテキストを読み、
1 単位につきレポートを 1 つ提出する。教員
は提出されたレポートを添削指導する。また、
学生は単位認定のための科目試験に合格す
る必要もある。通信教育課程では通学課程
（以下、面接授業）と同等の学修指導及び達
成度が求められている。しかしながら、通信
教育課程において日常的に行われている「印
刷教材等による授業」の学修と面接授業の学
修の達成度を比較調査した先行研究は見当
たらず、実状が十分に確認されていないまま
に学修指導が行われているのが現状である。
また、「印刷教材等による授業」の学修を補
助するために ICTを活用した研究・実践も行
われているが、それらについても面接授業に
おける学修の達成度と比較したものはあま
り見当たらず、教育の質保障がなされている
とは言い難いのが現状である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、通信教育課程における学修指
導で中心的な役割を果たしている「印刷教材
等による授業」において教育の質保障を実現
する適切な授業モデルを開発することを目
的とする。 

 
３．研究の方法 
まずは現状を確認するため、通信教育課程
における「印刷教材等による授業」と面接授
業における学修の達成度を比較する。そのた
めに、両授業において同一の科目を担当して
いる教員の授業で、共通の問題を出題したテ
ストを実施する。それらのテストを比較した
結果、有意差が確認できた時にはその原因を
レポート添削評価アンケートや教員に対す
るヒヤリング調査などで多角的に追究する。
また、Web を利用した遠隔教育で先進的な実
践を行っている国外の通信制大学や国内の
実践を視察・調査し、学修指導の方法などに
ついて検討する。上記で得られたデータなど
を基に、教育の質保障を実現し、日本の通信
教育課程の実情に合った適切な「印刷教材等
による授業」における授業モデルを開発する。 
 
４．研究成果 
（1）学修の達成度の調査 
通信教育課程の学修指導で中心的役割を果
たしている「印刷教材等による授業」と面接
授業では、同等の学修指導及び達成度が求め
られている。そこで、通学課程の学修指導と

同じ指導形態である、通信教育課程における
面接授業と「印刷教材等による授業」で学修
の達成度を検討した。両授業の達成度を確認
するため、「印刷教材等による授業」の科目
試験と面接授業の期末試験において同じ問
題を出題し、同じ基準で採点した（図 1・2：
ここに示したデータは、「教育の方法と技術」
という科目の結果）。「印刷教材等による授
業」では、全く回答できていない学生が一定
数いた。このことから、重要なキーワードを
理解しないまま学修を進め、科目試験を受験
している学生がいる可能性があるため、彼ら
への支援が必要である。一方で、調査では、
「印刷教材等による授業」の方が面接授業と
比べて中上位層の割合が多いという結果で
あった。これは、集中講義形式で実施する面
接授業よりも、「印刷教材等による授業」の
方が、十分な試験対策をした学生が多い可能
性を示している。「印刷教材等による授業」
では、71-85 点の層の学生が多かったことか
ら、テキストの内容をわかりやすく解説する
などの支援を行えば、「印刷教材等による授
業」で学んでいる中上位層の学生の理解度は
より高くなる可能性があると考えられる。 
「1.研究開始当初の背景」でも述べたとお
り、「印刷教材等による授業」と面接授業の
学修の達成度を比較調査した先行研究は見
当たらず、科目を担当する各教員がイメージ
として達成度の違いを感じている程度であ
った。そのため、本研究の調査で具体的に得
られた知見は、「印刷教材等による授業」を
検討する上での材料となる。この調査につい
ては現在も、一部の科目で継続的に実施して
いる。 

図 1印刷教材等による授業の科目試験の結果 

図 2 面接授業の期末試験の結果 
 
（2）国外の先進的な遠隔教育の視察 
イギリスのオープン大学とドイツのハー
ゲン大学を視察した。これらの大学は、Web



を利用した先進的な遠隔教育を行っている
大学である。特徴的であったのは、「遠隔に
よるペア・グループ学修の実施」「セメスタ
ー制による授業」「授業動画の学内での作
成・配信」であった。遠隔によるペア・グル
ープ学修については、ハーゲン大学では、レ
ポートの回し読みや相互評価、課題の途中経
過の発表などをグループやペアで行ってい
た。通信教育課程であるため、様々なレベル
の学生がいるが、お互いをリソースとして捉
え、協力し合うことができているとのことで
あった。このような学び合いができる素地と
して、ドイツでは小さい頃から主体的に学ぶ
訓練を受けていることが関係しているので
はないかと思われた。オープン大学ではチュ
ーターを中心として、与えられた課題に対す
るグループ学修を LMS（Learning Management 
System：学修管理システム）上で行っている。
グループ学修は、メンバーのコメントを聞く
ことなどによって様々な視点を得ることが
できるなど、その学修効果は高いと考えられ
る。ハーゲン大学では、これまでは 1学科の
みで遠隔によるペア・グループ学修を実施し
てきたが、今後は全学的に拡大するとのこと
であった。 
（3）補助動画の作成・提供 
「印刷教材等による授業」でレポート添削
を行っていると、再提出（不合格）のレポー
トに共通の不備が見られる時がある。その中
には、通信教育課程の学修で利用するために
配布している「レポート課題集」で指示して
いるにもかかわらず、①それを読んでいない、
②課題の意図が理解できていない、③テキス
トの内容が理解できていない、と思われるケ
ースがある。これらの学生の中には、下位層
の学生が多く含まれている可能性がある。①
の学生についてはレポート課題集をしっか
り読むように指導するしかないが、②の学生
に対しては、テキスト内容と課題をつなげる
ための支援が必要である。③の学生に対して
は、テキストを読むだけでは理解が難しい内
容について、例えば具体例を示しながら説明
することで理解を促すような支援が必要で
ある。これにより、「印刷教材等による授業」
における指導（支援）を面接授業に近づける
ことができると考えられる。そこで、平成 28
年度に試行として、通信教育課程の一部の科
目で上記の目的を持った補助動画を作成し、
配信した。試行結果からは、補助動画を視聴
した時の方が視聴しなかった時よりも有意
に合格率が高まることが確認できた。また、
レポートの評価（A・B・C・D：D が不合格）
の分布からは、補助動画を見た時は、視聴時
期にかかわらず高い評価での合格が有意に
多くなること、再提出（不合格）が有意に少
ないことなどがわかった。この結果は、補助
動画を提供することにより、従来よりも学生
のレポートの質が高まったことを意味する
と考えられる。また、補助動画を視聴した学
生からは、「動画を見てポイントがわかった」

「レポートが書きやすくなった」「他の科目
でも作成してほしい」などの声も聞かれ、補
助動画を提供することにより、テキスト学修
において従来よりも手厚い支援が可能にな
ったと考えられる。しかしながら、現在は、
すべての学生に同じ補助動画が提供されて
いることから、今後は学生の理解度に応じた
動画の提供を検討する必要があると考えら
れる。 
なお、補助動画を提供している科目数は
年々増加しており、現在は、本学の通信教育
課程の専任教員が担当する科目では、ほぼす
べての科目で補助動画を提供している。補助
動画については、PowerPoint や書画カメラ等
を利用して教員が各研究室で作成し、LMS に
登録している。 
（4）遠隔によるグループ学修の試行 
「印刷教材等による授業」で教育の質保障
を実現する授業モデルを開発するため、オー
プン大学やハーゲン大学の取り組みを参考
に、遠隔によるグループ学修を検討、試行し
た。方法としては①文字ベースでコメントし
合う遠隔グループ学修、②対面でコメントし
合う遠隔グループ学修である。研究当初は、
ビデオ会議システムを利用したものを検討
して試行したが、映像が思った以上にクリア
ではなかったこと、費用が思った以上にかか
ること、会場となる場所に集まる必要がある
ことなどから、学生が自宅のパソコンで参加
可能な上記 2点で検討した。 
①については、本学で昨年度から試行して
いるブレンディッドスクーリングの中で試
行した。ブレンディッドスクーリングは、メ
ディア授業 7回、面接授業 8回で実施する授
業である。メディア授業の学修期間は 1ヶ月
である。メディア授業では、各回の授業動画
の視聴やレポート作成、テキストのチェック
などによって学修した内容を振り返りシー
トにまとめる。学生は作成した振り返りシー
トを LMS に登録し、グループ内で文字のみで
相互にコメントし合う。グループは無作為に
振り分けられた 4人グループである。これに
より、学生は自身の学修では気付かなかった
ことや見落としていたことを知ったり，新た
な視点を得たりすることができる。昨年度の
試行では、各振り返りシート記入されている
7 回分の振り返りのうち、3 回以上に対して
コメントするように指示した。その結果、す
べての学生がメンバーの振り返りシートに
コメントすることができていた。コメントの
文字数の平均は 511 文字であった。コメント
には、「第 1 回の望ましい教育活動の実践の
まとめのところに例がいくつか挙げてあり、
とてもわかりやすかった」「〇〇さんの書か
れているように、ICT は子どもを受身にしや
すいのではないか、双方向にするためにはど
んな工夫ができるかを考えたいと思います」
など、感想や疑問点の共有などが数多く書か
れていた。また、メンバーからのコメントに
対して、投稿した学生が自主的に回答する様



子も見られた。このような投稿学生による自
主的な回答は、投稿された 31 の振り返りシ
ートのうち、16 の振り返りシートで見られた。
なお、すべての振り返りシートを授業担当者
が確認したところ不適切なものはなく、各回
の記入欄には、7 割以上の書き込みがすべて
の振り返りシートでなされていた。 
実施前は、日本の通信教育課程において、
面識のない学生同士で、文字のみでコメント
し合うことが可能かと不安に感じていたが、
全く問題ない結果となった。アンケート調査
でも、文字のみでコメントし合う遠隔グルー
プ学修について肯定的な回答が多く書かれ
ていた。この方法は、通信教育課程において
中心的な役割を果たしている「印刷教材等に
よる授業」で、学生の主体的な学びを促し、
学習内容の理解を深める可能性がある方法
だと考えられる。 
 対面でコメントし合う遠隔グループ学修
（②）について説明する。グループ学修や会
議などでは、ファシリテーターをメンバーに
入れることがある。ファシリテーターはメン
バーの多様な意見を引き出し、かみ合わせ、
質の高い合意を得ようとする。筆者の担当す
る面接授業でファシリテーターのいるグル
ープ学修を経験した学生からは、ファシリテ
ーションの重要性を認識する意見が多く聞
かれる。そこで、②においてもメンバーの一
人にファシリテーターの役割を与えること
を検討した。その際、ファシリテーターがメ
ンバーの意見を把握しやすくするために、メ
ンバーの顔が表示されている画面の下に、意
見を入力する欄を用意する。ファシリテータ
ーはこれを確認しながら、それぞれの意見を
詳しく聞いたりかみ合わせたりする。また、
自身の意見を入力する欄は、口に出して意見
を言いにくい学生の考えをくみ取るのにも
役立つ。さらに、すべての学生の参加意識を
高めたり、納得度を高めたりするのにも役立
つと考えられる。これについてはシステムを
開発し、簡単な試行を実施した。試行では、
タブレットやパソコン、スマートフォンなど
情報処理端末を利用した。今後は、実際の場
面で利用することにより、その効果や運用方
法を検討する必要がある。 
（5）まとめ 
 本研究は、通信教育課程における学修で中
心的な役割を果たしている「印刷教材等によ
る授業」において、教育の質保障を実現する
適切な授業モデルの開発を目的に進めてき
た。「印刷教材等による授業」での学びでは、
さまざまなレベルの学生に対して適切な支
援をする必要がある。その一方法として、3
で示したように補助動画を提供することが
考えられる。今後は、学生の理解度に応じた
補助動画を提供することにより、個々の学生
の学びを保証することができるようにする。
また、4 で示したように、同じ内容を学んで
いる学生同士で、学修内容を相互にコメント
し合うグループ学修（①：文字ベースでコメ

ントし合う遠隔グループ学修、②：対面でコ
メントし合う遠隔グループ学修）の場を設定
することができれば、学生の作成するレポー
トの質は高まり、学修内容の理解は深まる可
能性がある。本学の場合、学修の開始時期が
一定ではないため、どのようにグループ学修
の場を設定するのか難しいが、ブレンディッ
ドスクーリング中の試行によって、ある程度
の効果が確認できた①については、教育の質
保障を実現する適切な授業モデルの中に組
み込むこととした。実際の運用については、
①と②の使い分けについては、今後の課題と
する。 
なお、本研究による成果ではないが、筆者
の勤務する大学では、通信教育課程において
LMS の導入が始まった。これにより、学生
が学修内容について教員に質問しやすくな
り、個別の指導も可能となった。また、Web
でのレポート提出・返却も可能となり、その
ための試行も始まる。これらについては筆者
らが試行し、その運用方法を検討している。
「印刷教材等による授業」において、教育の
質保障を実現する適切な授業モデルを構築
するために、本研究では補助動画やグループ
学修などの試行を行ったが、今後は導入され
た LMS の利用も含めて検討を続けてゆくこ
ととする。 
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